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アート経済成長戦略の大前提    

 

アート経済成長を目指すために不可欠なのは、何よりもまずアートを強くすること。

その成長サイクルを動かすエンジンにあたる美術館を強くすること。 

 

サッカーが大きなビジネスに成長できたのは、J リーグ、プロ化という抜本的制度改革

によってサッカーを、各チームを強くしてきたから。 

同様に、アート・ビジネスを成長させるには、抜本的な構造・規制改革によって、ア

ートを、各美術館を強くする以外に方法はない。 
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アート経済成長戦略を実行するために絶対不可欠な抜本的改革 

  この改革なしにアート経済成長はなく、改革すれば着実に成長し続け、 

  大きな国富を生み出す 

 

1 美術館ガバナンスの抜本的改革と強化 自律的マネージメントの確立 

・マネージング・ダイレクターを導入した複数館長制 Art Director ➕ Managing Director 

・美術館組織本体にプロのマネージメントを導入し、自律的成長できる組織にする。 

 

2 アート経済の成長を阻んできた致命的な税制、規制、制度の抜本的改革 

・保存修復家配備の制度化 (アート資産を護り、国富を増幅し続けるための大前提) 

・コレクターへの税制優遇、寄贈に対する税制優遇 (アート資産を持続的に増やす改革) 
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1.  美術館ガバナンスの構造改革と強化 自律的マネージメントの確立 

 

日本では、アート経済のエンジン部分にあたる美術館は極めて弱体。サッカーチームにたとえると Jリーグ

発足以前の実業団リーグ以下のレベル。館長にも学芸員にも優れた人材は多いが彼らを活かせず、育てられな

い状況にある。根本的に欠けているのが美術館のための自律的なマネージメントである。 

 

 日本にはアメリカのような民間の潤沢な財力もフィランスロピーの伝統もなく、フランスのように国の莫大

な文化予算もない。しかし、近年オランダやイギリスで成功をおさめてきている複数館長制(Art Director + 

Managing Director)は日本のモデルになる。つまり、美術館の中に美術館のために働くプロのマネージング・

ダイレクターとマネージング部門を置き、美術館運営に必要な予算を自分で稼いできて、それで美術館機能を

強化し、より質の高い公益事業に充てていくという自律的成長マネージメント・システムである。 

 

  これは民間委託、コンセッション、PFI のようなシステムとは根本的にちがう。民間委託のシステムは、行政

が財政負担を減らすための無責任な政策であり、民間経営分の収益も美術館に入らず収益は国庫と民間に吸い

取られる。これは美術館を成長させアート市場を活性化するシステムではない。 

 なお、自律的マネージメントは完全な民営化でもない。国の文化資源を保存・活用するのは国が行うべき義

務であり、行政からの財政援助を減らす口実にこの「経営の自律化」が利用されてはならない。 

 

 

 近年、オランダ、イギリス、スイスなどの美術館で複数館長制を採用して成功をおさめた先例がいくつもあ

る。(次頁) 
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2.  アート経済の成長を阻んできた致命的な体制、税制、規制の抜本的改革 

 

保存修復家・設備の制度化  

(アート資産を守り、国富の価値増大を保証し、市場で活用し続けるための大前提) 

 

  美術品の資産としての特徴は、数十年の間にも価値が 100 倍、1000 倍、ものによっては 10000 倍以上になる

こと。しかし、定期的な保存修復措置を続けなければ価値増大はない。状態が悪ければ展示もおぼつかなく、

貸し出すことはもちろんできない。日本では西洋美術、近現代美術作品の多くが傷みゆくまま放置されてい

る。 

 現在、国立美術館で保存修復家が常駐しているのはわずかに 1館。国立美術館に保存修復家が常駐していな

いというのは、サッカーのナショナルチームにチームドクター、トレーナーがいないのと同じ状態。外国の普

通の美術館には必ず保存修復設備と専任スタッフがいる。これらがなければ、他の美術館やコレクターからも

信頼されず、寄贈や委託ものぞめない。 

 また、日本国内には西洋美術、近現代美術の保存修復専門家を国内で育成する機関がほぼないと言っていい

状態。その設置も合わせて制度化する必要がある。(急務) 

 

 

巻末添付資料 1  最新施設紹介 世界初のアート・デポ (収蔵兼展示施設) 

ロッテルダム、ボイマンス・ファン・ブーニンヘン美術館 アート・デポ   建設中・2021 開館予定 
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2. アート経済の成長を阻んできた致命的な体制、税制、規制の抜本的改革 

コレクターへの税制優遇、美術館への寄贈(遺贈)に対する相続税優遇 コレクター文化の形成 

 

個人や会社のコレクション形成を促進  

アート資産を持続的に増やし続け、アート市場、インバウンドを劇的に活性化するために不可欠な改革 

 

  ヨーロッパ、アメリカの美術館の多くはコレクターの寄贈(遺贈)で成長してきた。各国はコレクターに対す

る優遇税制、寄贈(遺贈)に対する優遇税制を設けるなどの政策を取ってきた。このような税制によってコレク

ター文化を形成することが、コレクターを増やし、国の資産を増やし、アート市場を劇的に活性化し、インバ

ウンド効果をもたらしてきた。その持続的経済波及効果は計り知れない。 

 

 諸外国の政府、美術館の多くはコレクターの収集・寄贈を促進し、若いコレクターを育て、官民協力してコ

レクター文化の形成に努めてきた。このコレクター文化が、数十年で 1000 倍、10000 倍以上にもなる美術資産

を産み、国富を生み出してきた。 

 

 今の日本の税制のままではアート市場は沈滞し、コレクター作品の海外流出が続くのも間違いなく、これま

で同様、きわめて貧弱なアート市場しか持てない。目先の税収にこだわることで、莫大な中長期的経済波及効

果を消し、結果的に大きな経済的損失を被っている。政治主導でこの税制改革ができなければアートの成長戦

略は絶対に実現しない。 
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アート経済成長戦略の実施へのロードマップ 

 

●美術館ガバナンスの抜本的改善と強化 自律的マネージメントの確立 

 

1. マネージメントの専門家に美術館改革への協力を要請する。(フェンシング協会における宮脇信介氏のような

方を見つける) 

2. マネージメント、法律の専門家らと共に、成功を収めている外国の美術館を訪問し、ガバナンス、法律から

具体的な経営方法にいたるまで詳細な調査を行い、日本の美術館側からのあらゆる疑問に答えられるだけの

準備をする。 

3. 美術館に対して説明を行い、いくつかの美術館で数年間試行。問題点などを明らかにしつつ制度修正を行っ

た後に実施。 

 

現時点で、外国の美術館にもこの取り組みに協力を申し出てくれている館長はおり、日本の公立美術館長の

中にも是非自分の館で試行、実施したいという希望も出ている。 

 

●アート経済の成長を阻んできた致命的な税制、規制、制度の抜本的改革 

保存修復家・設備の制度化 コレクターへの税制優遇、美術館への寄贈(遺贈)に対する相続税優遇 

 

  国内外の各分野専門家、専門機関に対する調査をさらに進めて制度設計を詰め、政府、関係各省庁、関係機

関・各位にご協力をいただいて実施。 
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添付資料  

 

1.  最新施設紹介 世界初のアート・デポ (収蔵庫・バックヤード公開 & 保存修復室) 

ロッテルダム、ボイマンス・ファン・ブーニンヘン美術館 アート・デポ    

建設中・2021 開館予定 

 

2.  圀府寺司「劇的に進化するファン・ゴッホ美術館。日本と何が違うのか? --- 複数館長制、 

            独立採算制の成功 ---」 『国立国際美術館ニュース』228, 2018.10.pp.2-3. 
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1.  最新施設紹介 世界初のアート・デポ (収蔵兼展示施設) 

 

 ロッテルダム、ボイマンス・ファン・ブーニンヘン美術館 アート・デポ   建設中・2021 開館予定 

      

     Museum Boijmans van Beuningen, Rotterdam    https://www.boijmans.nl/en/depot 

 

 

 保存修復の問題は、収蔵庫や美術関連資料のアーカイブなどの問題とも連動している。所蔵作品の収蔵庫を

展示室化して展示可能なすべての作品を公開。個人コレクションの保存修復も受け入れる設備を作るという世

界初の試み。解決策として視野に入れておくべき最新の施設。 

 

 美術館ならびに個人コレクターを悩ませている収蔵庫不足、展示スペース不足の問題を解消し、魅力的な建

築の中で展示可能な全所蔵作品とバックヤードを見せることで集客力を劇的に増やし、個人コレクションの作

品保管、保存修復も請け負ってコレクターとの繋がりも強化、将来の寄贈にも繋げるという見事な解決策。こ

れに修復家養成やアーカイブ機能も持たせたものが日本に建設できれば美術経済の成長を妨げている多くの問

題が解決し、アート経済成長戦略の強力な拠点にもなる。 

 

 この美術館は年間入館者数 30万程度の元・市立美術館だが、財団化後にマネージング・ダイレクターのポス

トを設けて積極的経営に乗り出しており、アート・デポが完成すれば国内外からの来館者が倍増することはま

ちがいない。国やロッテルダム市にとっても大きなインバウンド効果が見込まれる。 

  

https://www.boijmans.nl/en/depot
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2. 『国立国際美術館ニュース』228, 2018.10. pp.2-3. 
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